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（
県
外
在
住
既
卒
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と
県
内

求
人
企
業
の
双
方
に
求
人
・
求

職
情
報
の
提
供
を
行
う
シ
ス
テ

ム
で
す
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ホ
ー
ム
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ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。
申
込
書
の
郵

送
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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６
月
は
県
の
男
女
共
同
参

画
推
進
月
間
で
す

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と

そ　
の　

他

 物部町別府・市宇・別役地区の地域づくり支

援員の矢野恵です。

　物部で活動を始めてから１年９カ月が経過

しました。任期が３年間なので、今年度は折

り返しになります。

　別府での生活にもすっかり慣れ、畑を始め

てみたり、楽しく過ごしています。

　周りからは山奥での一人暮らしをよく心配

されるのですが、不便だからこそ実感でき

る、“足るを知る”生活を満喫しています。

　今は、地域の手伝いや物部文化・歴史につ

いての資源発掘、いざなぎ流に関わる活動を

主にしています。

　物部は昔ながらの生活文化や、伝説・逸話な

どが多く残っており、知れば知るほど違った面

が見え、興味が尽きることがありません。

　しかし、高齢化が進み、これらの貴重なこと

を知る人が少なくなっていることは、とても残

念でもったいないことだと思います。

　今後は、こういった魅力を

多くの人に興味・関心を

持ってもらい、少しで

も残していけるよう

に、情報発信や体験

イベントの開催な

ど、地域の方々と

連携しながら活

動していきた

いと思って

います。

地域づくり支援員の で
す
。
最
近
で
は
、
イ
ク
メ
ン

の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

男
性
が
育
児
に
積
極
的
に
か
か

わ
る
こ
と
で
、
男
性
も
女
性
も
、

仕
事
の
仕
方
や
考
え
方
が
変
わ

っ
て
く
る
の
と
同
時
に
、
お
互

い
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
生
ま

れ
る
育
児
の
楽
し
さ
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
理

解
や
協
力
が
必
要
で
す
。
家
庭

や
職
場
、
あ
る
い
は
地
域
の
集

ま
り
の
中
で
、
重
要
事
項
の
決

定
の
場
に
男
女
が
と
も
に
参
画

し
、
多
様
な
意
見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
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交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭

を
サ
ポ
ー
ト

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故

被
害
者
へ
の
介
護
料
支
給
や
、

そ
の
子
ど
も
に
対
す
る
育
成
資

金
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
育
成
資
金
の
貸
付

【
貸
付
対
象
者
】

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後

遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
子
ど
も

【
貸
付
金
額
】

・
一
時
金
＝
15
万
５
千
円

・
貸
付
期
間
中
毎
月
＝
２
万
円

・
入
学
支
度
金
＝
４
万
４
千
円

【
貸
付
期
間
】

貸
し
付
け
が
決
定
し
た
月
か
ら
、

中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

【
返
還
時
期
】

貸
付
期
間
終
了
後
か
ら
、
６
カ

月
ま
た
は
１
年
の
据
え
置
き
期

間
経
過
後
に
返
還
を
始
め
て
く

だ
さ
い
。

【
返
還
方
法
】

月
払
い
ま
た
は
月
払
い
と
半
年

払
い
の
併
用
に
よ
る
20
年
以
内

で
の
均
等
払
い

◆
介
護
料
の
支
給

自
動
車
事
故
が
原
因
で
重
度
の

後
遺
障
害
が
残
り
、
介
護
が
必

要
な
方
に
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

【
金
額
】
月
額
３
万
円
〜
13
万

円
（
重
度
後
遺
障
害
の
程
度
に

よ
る
）

【
問
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わ
せ
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】
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香美市の人権擁護委員

◆土佐山田町担当  

  井上俊一・髙橋梅尾    

  前田隆明・村田珠美

◆香北町担当  

  黒岩　徹・上村善和

  福島勇二

◆物部町担当

  岩越美代・爲近初男

全国共通人権相談ダイヤル
　みんなの人権１１０番

■時間８時３０分～１７時１５分

■相談先 ０５７０－００３－１１０

※一部のＩＰ電話等からは利用できない　

場合があります。

６月１日は日は人権擁護委員の日人権擁護委員の日ですです６月１日は日は人権擁護委員の日人権擁護委員の日ですです６月１日は人権擁護委員の日人権擁護委員の日です
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人
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ま
も
る
く
ん

人権に関する相談は、

法務局または人権擁護

委員まで。相談日は市

民カレンダーをご覧く

ださい。

　差別待遇、暴行・虐待、いじめ、DV等、家庭および近隣
関係等における人権問題に関するあらゆる相談を無料・秘

密厳守でお受けします。

■問い合わせ先　

　高知地方法務局人権擁護課　☎０８８－８２２－３５０３

（平日）

副市長　今田博明（５３歳）

県教育委員会児童生徒支援課長などを

経て平成２２年１０月から香美市教育

長。任期は５月２６日から４年間。土

佐山田町須江。

　　

　

長。任期 月 日

佐山田町須江。

　　

市役所より
人事異動のお知らせ

　５月１日付けで、次のとおり人

事異動がありました。

（　　）内は旧所属。

　　　   市長部局

■まちづくり推進課
課長＝横山和彦（生涯学習振
興課スポーツ班長兼社会体育
係長）

　　　 教育委員会

■生涯学習振興課
スポーツ班長兼地域教育班長
兼社会体育係長＝川田和章（生
涯学習振興課地域教育班長）・
依光静代（ふれあい交流セン
ター）

  ４月３０日付け退職者

今田博明（まちづくり推進課長）

昭和５４年から旧香北町役場で勤務

し、合併後、香北支所地域振興課

長、まちづくり推進課長などを経

て、副市長就任のため平成２６年４

月に辞職。任期は５月８日から４年

間。香北町太郎丸。

　４月８日の明石猛前副市長の辞職に伴い、後任の副市長に、

今田博明氏が選任されました。

　また、教育長の任期満了に伴い、時久惠子教育長が再任され

ました。

副市長選任・教育長再任副市長選任・教育長再任

教育長　時久惠子（６５歳）
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